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1.問題と目的

青年期の発達課題は,児童期までの両親への依存を解消して,自立を達成することが主要な課題

とされている(Havighurst, 1953)｡斎藤(1989)によると,青年期における自立は, ｢親への依存

からの離脱であると同時に家族という限られた範囲を越えた,より広い社会関係-の参加をふくん

でいる｡そこでは競争,協同あるいは支配,服従といった複雑な対人関係に加わることになる｡｣

という｡このように自立が,親だけでなく多様な人々との関係における変化を伴い,また,多くの

対人関係が相互的であることからすると,青年期に大切な課題となるのは対人関係の変化に対応し

た相互依存的な人間関係への適応であると考えられる｡すなわち,自分を見つめ,自己洞察を促し,

自己を形成する上で,多様な他者との関係を通して自己の在り方を問い直す,あるいは,状況に応

じて他者との関係を調節できる柔軟性が必要であろう｡

自己を意識し理解しようという傾向は,自分自身に対する知識としての自己概念を明確にするこ

とであり,結果として,自己が今後どのように行動したらよいかを明らかにすることにもつながる｡

上瀬(1992)は,このような自己を認識したいと思う欲求や自己に関する情報収集行動を生起させ

るものとして,自己認識欲求を提起している｡そして日常生活に不適応を感じている者はど自己認

識欲求が高いこと,自己認識欲求が喚起されると情報収集手段に積極的に接近すること,釆められ

る情報は自己の様々な側面に開通していることなどを明らかにしている｡また,自己認識欲求の高

い者は自己に関するネガティブな情報も求めることが示され,このことから自己の情報収集には自

己概念や自己評価の維持が伴わないことも明らかにしている｡さらに,上瀬(1993)は,自己認識
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欲求の喚起要因として,自己概念の不安定さを検証し,確認している｡これらの結果について,今

柿(1997)は,教育実習生を対象にして自己概念の不安定さが実習中の自己認識欲求に及ぼす影響

を検証し,同様な結果を明らかにしている｡また,上演ら(1995)は,自己認識欲求喚起と自己情

報収集行動の心理的背景の検討により,相互依存的自己理解と決定依存の2つの心理特性が自己情

報収集の手段選択に影響を与えることを明らかにしている｡しかしこれらの研究においては,自己

概念の不安定さをもたらす要因の中で,特に個人的特性については十分に検討されていない｡

自己概念の不安定さをもたらす要因として,従来の研究から指摘できるのに,個人がその結果に

必要な行動を自ら成功裏に実行できるという確信である知覚された効力湖待,すなわち,自己効力

の状態がある｡坂野ら(1986)が指摘しているように,自己効力感が高く認知された時には,社会

的状況の中で克服するための努力が大きい,積極的に多大の努力を払おうとする,積極的に課題に

取組む,最終的な成功を期待する度合いが大きい,葛藤状況で長期的に耐えることができるなどの

行動特徴が認められるという｡逆に,自己効力感が低く認知された時には,人は無気力,無感動,

無関心になり,あきらめが早く,失望し落胆する,自己卑下する,劣等感に陥りやすい,抑うつ状

態に陥るなどの行動特徴が認められる｡このようなことから,たとえ自己概念の不安定さが生じで

も自己効力感の認知のあり方は,結果として自己認識欲求の喚起に様々な影響をもたらすと考えら

れる｡

次に自己概念の不安定さをもたらす要因として考えられるのが,自己理解を他者との人間関係か

ら得ようとする傾向である｡南(1983)によると,日本人は自我不確実感を持ちやすく,常に他者

との相対関係を気にするとしている｡また,北山ら(1995)は,日本人の自己批判的,自己卑下的

な傾向が, ｢周りからの期待を自らの目標として内面化し,それに向かって努力することは相互協

調的主体としての自己の確認のための中心的要素であろう｣ことを示唆している｡これらはいずれ

も文化に規定された自己の様態を示したものであり,日本文化に多く見られる,個人が相互に関係

し調和することを重視した考え方であり,自己概念の不安定さや自己評価の低さに開通している｡

ところで,近年のストレス研究では,ストレスを緩和する要因としてコ-ビングとソーシャル･

サポートの重要性が指摘されてきている(和田, 1992;今林ら, 1997;坂野, 1999など)｡すなわ

ち,良好な人間関係を維持している人は,ストレッサーに耐えることができ,精神的な健康を確保

し,上手な対処法を行っているというものである｡ま?I,ソーシャル･サポートは,サポートの実

際だけでなく,サポートの受け手の認知も重要である｡これは,知覚されたサポートとして,ふだ

んから自分を取り巻く重要な他者に愛され大切にされており,もし何か起こっても援助してもらえ

るという期待として考えられている｡

自己概念の不安定さをもたらす背景要因について,一定の結果に必要な行動を自らが成功裏に実

行できるという確信である自己効力感やふだんから自分を取り巻く重要な他者に愛され大切にされ

ておりもし何か起こっても援助してもらえるという期待としてのソーシャル･サポートは,人間と

して価値ある存在であり,現在の自分を大切にして,自分を信頼しているという自己の肯定的な受
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け入れを支えるものであるといえよう｡

そこで,本研究では,自己認識欲求の喚起条件をより明らかにするために,自己効力感と自己概

念の不安定さが自己認識欲求に及ぼす影響について検討することを目的とする｡また,自己効力感

やソーシャル･サポートにストレス軽減効果が認められていることから,自己概念の不安定な状態

の人を対象にして,自己効力感とサポート期待が自己認識欲求に及ぼす影響についても検討してい

く｡

2.方　　法

2. 1.調香対象者

鹿姫島県内の4年制大学の学生, 314名(男子153名,女子161名)｡

2. 2.調香期日

1996年10月下旬｡

2. 3.調査場所

調査対象者の受講している名講義室内で集団で実施した｡

2, 4.調査紺料*

2, 4. 1.自己概念の不安定さの測定

上瀬(1995)により作成された自己概念の不安定さに関する尺度を使用した｡この尺度は,他人

が見ている自分と本当の自分との間にズレを感ずること,自分についてのイメージの変わりやすさ,

今の自分はこうありたいという自分の姿とかけはなれていること,自分の性格を変えたいと思うこ

との4項目から構成されている｡回答形式は,各項目ごとに｢あてはまる｣から｢あてはまらない｣

の5段階評定であった｡

2. 4. 2.自己認識欲求の測定

上瀬(1992)により作成された自己認識欲求尺度を使用した｡この尺度は,自己認識欲求因子14

項目,ネガティブ情報回避欲求因子7項目の計21項目から構成されている｡回答形式は,各項目ご

とに｢あてはまる｣から｢あてはまらない｣の5段階評定であった｡

2. 4. 3.ソーシャル･サポートの測定

久田ら(1989)により作成された学生用ソーシャル･サポート尺度(SESS)を使用した｡この

尺度は, ｢ふだんから自分をとりまく重要な他者に愛され大切にされており,もし何か問題がおこっ

*調査材料の詳細については,添付資料を参照のこと｡
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ても援助してもらえるという期待の強さ｣によってソーシャル･サポートの程度を測定する尺度で

あり, 16項目から構成されている｡回答形式は,友人(同性･異性を含む)からの16種の支援の入

手可能性について,各項日ごとに｢きっとそうだ｣から｢きっとちがう｣の4段階評定であった｡

2. 4. 4.自己効力態の測定

坂野ら､(1986)により作成された一般性セルフ･エフイカシー尺度(GSES)を使用した｡この

尺度は, ｢行動の積極性｣ ｢失敗に対する不安｣ ｢能力の社会的位置づけ｣に関する測定項目の16項

目から構成されている｡回答形式は,各項目の内容が普段の自分に当てはまるかどうかの諾否形式

(Yes･No)であった｡

2. 5.調香手続き

調査材料は,自己概念の不安定さ,自己認識欲求,ソーシャル･サポート,自己効力感の順に3

枚の質問紙として配布された｡調査材料は,約20分間で集団で実施され,その場で回収された｡

2. 6.結果の処理

2. 6. 1 ,自己概念の不安定さの得点化と群の抽出

自己概念の不安定さが強まるように各回答を得点化(1-5点)し,4項目の合計得点を自己概

念の不安定さの得点とした(得点の範囲: 4-20点)｡自己概念の不安定さの得点を,メディアンに

より上位50%を自己概念の不安定さH辞,下位50%を自己概念の不安定さし辞とした｡

2. 6. 2.自己認識欲求の得点化

自己認識欲求とネガティブ晴報回避欲求のそれぞれの欲求が高まるように各回答を得点化(1-

5点)し,自己認識欲求因子14項目の合計得点を自己認識欲求得点,ネガティブ情報回避欲求因子

7項目の合計得点をネガティブ情報回避欲求得点とした(各得点の飽囲:前者14-70点,後者7-

35点)｡

2. 6, 3,ソーシャル･サポートの得点化と群の抽出

援助がもらえるという期待が強くなるように各回答を得点化(1-4点)し, 16項目の合計得点

をソーシャル･サポート得点とした(得点の範囲:16-64点)｡ソーシャル･サポートの得点を,メ

ディアンにより上位50%をソーシャル･サポートH諾,下位50%をソーシャル･サポートL群と

した｡

2. 6, 4.自己効力感の得点化と群の抽出

自己効力感が認知された状態を示す回答に得点(1点)を与え, 16項目の合計得点を自己効力感

得点とした(得点の範囲:0-16点)｡自己効力感の得点を,メディアンにより上位50%を自己効力

感H醇,下位50%を自己効力感L辞とした｡
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3.結　　果
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嶋blelは,自己概念の不安定さ,自己認識欲求,ネガティブ情報回避欲求,ソーシャル･サポー

ト,自己効力感の各得点の平均値を性別に示したものである｡ t検定の結果,ソーシャル･サポート

得点において,男子よりも女子の方の得点が商いということが認められた(t=8.24,df弐09,p< 0.001)｡

以下,ソーシャル･サポートの関連については,男女別々に検討していく｡

Table l　自己概念の不安定さ.自己認識欲求.ネガティブ情報回避欲求.ソーシャ
ル･サポート,自己効力感の各得点の性別の平均値(SD)

男　子　　　　　　　　　　女　子

自己概念の不安定さ

自己認識欲求

ネガティブ晴報回避欲求

ソーシャル･サポート

自己効力感

12.704 ( 3.010)　　　13.028 ( 3.190)

39.933 ( 10.250)　　　　41.484 ( 10.395)

18.828 ( 4.270)　　　18.413 ( 3.771)

47.165 ( 7.477)　　　　53.761 ( 6.626)

8.138 ( 3.927)　　　　7.650 ( 4.027)

mble2は,自己概念の不安定さと自己効力感の各得点の高低離別の自己認識欲求得点の平均値

を示したものである｡ 2要因分散分析の結果,自己概念の不安定さ(F -15.236, df- 1/300,

p<0.001),自己効力感(F-11･381, df- 1/300, p<0･001)に主効果が認められた｡すなわ

ち,自己概念の不安定さし群よりH群の方が,また,自己効力感H群よりL群の方が自己認識欲

求得点の高いことが明らかにされた｡ Table3は,自己概念の不安定さと自己効力感の各得点の高

低詳別のネガティブ情報回避欲求得点の平均値を示したものである｡ 2要因分散分析の結果,自己

概念の不安定さ(F-24.346, df- 1/305, p<0.001),自己効力感(F-14.262, df- 1/305,

p<0.001)に主効果が認められた｡すなわち,自己概念の不安定さし辞よりH辞の方が,また,

自己効力感H群よりL群の方がネガティブ情報回遊欲求得点の高いことが明らかにされた｡

TabIe2　自己概念の不安定さと自己効力感の各得点の高低群別の自己認識欲求得点
の平均値(SD)

自己概念の不安定さH群　自己概念の不安定さし群

自己効力感H詳

自己効力感L群

41.462 ( 10.789)　　　　36.732 ( 10.010)

45.259 ( 9.174)　　　　40.814 ( 9.520)

TabIe3　自己概念の不安定さと自己効力感の各得点の高低群別のネガティブ情報回

避欲求得点の平均値(SD)

自己概念の不安定さH詳　自己概念の不安定さし群

劫力感H辞

劫力感L詳

19.111 ( 4.632)　　　16.865 ( 3.614)

20.682 ( 3.479)　　　18.593 ( 3.228)
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mble4は,自己概念の不安定さ得点の高低詳別に自己認識欲求,ネガティブ情報回避欲求の各

得点の平均値を示したものである｡ t検定の結果,自己認識欲求,ネガティブ情報回遊欲求の各得

点において,自己概念の不安定さし群よりもH群の方の得点が商いということが認められた(脂

に, t=4.85;t-5.75,共に, df-309, p<0.001)｡

Table4　自己栢念の不安定さ得点の高低群罵りの自己認識欲求,ネガティブ情報回避

欲求の各得点の平均値(SD)

自己概念の不安定さH詳　自己概念の不安定さし詳

自己認識欲求

ネガティブ博識回避欲求

43.734 ( 9.952)

20.000 ( 4.104)

38.174 ( 10.004)

17.465 ( 3.572)

ところで,恥ble4の結果や自己認識欲求に関する従来の研究結果より,自己概念の不安定さが

自己認識欲求の喚起要因であることが明らかにされている｡また,ストレスに開通した研究では,

自己効力感やサポートにストレスの軽減効果が認められている｡そこで,以下では,ストレスを感

じやすい状態と想定される自己概念の不安定さH群を分析の対象とすることで,自己効力感とサ

ポートへの期待感が自己認識欲求に及ぼす影響を明らかにしていく｡

Table5は,男子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低詳別の自己認識欲

求得点の平均値を示したものである｡ 2要因分散分析の結果,主効果も交互作用も認められなかった｡

Table6は,女子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低離別の自己認識欲

求得点の平均値を示したものである｡ 2要因分散分析の結果,自己効力感(F - 4.823, df- 1〝1,

p<0･05)に主効果と交互作用(F-3.260, df- lI71, p<0.10)が認められた｡単純主効果

の検定を行ったところ,ソーシャル･サポートL辞では自己効力感H辞よりもL群の方の自己認

識欲求得点が高い(F-8.545, df- 1/71, p<0.01),自己効力感H群ではソーシャル･サポー

トL群よりもH辞の方の自己認識欲求得点が高い(F-5.250, df- lI71, p<0.05)というこ

とが明らかにされた｡

Table5　男子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低群別の自

己認識欲求得点の平均値(SD)

自己効力感H詳　　　　　自己効力感L群

ソーシャル･サポートH詳　　43.182 ( ll.223)

ソーシャル･サポートL詳　　41.177 ( 10.026)

40.357 ( 10.375)

45.556 ( 7.633)

Table6　女子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低群別の自

己認識欲求得点の平均値(SD )

自己効力感H詳　　　　　自己効力感L群

ソーシャル･サポートH群

ソーシャル･サポートL詳

45.818 ( ll.098)

36.692 ( 10.403)

46.760 ( 9.615)

46.349 ( 8.859)
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嶋ble7は,男子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低離別のネガティブ

情報回避欲求得点の平均値を示したものである｡ 2要因分散分析の結果,交互作用(F -6.012,

df=1158, p<0.05)が認められた｡単純主効果の検定を行ったところ,ソーシャル･サポート

L群では自己効力感H辞よりもL群の方のネガティブ情報回遊欲求得点が高い(F -5.383, df-

lI58, p<0.05),自己効力感H辞ではソーシャル･サポートL辞よりもH謀の方のネガティブ

情報回避欲求得点が高い(F -5.307,df- i/58,p<0.05)ということが明らかにされた｡ Table8

il,女子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低離別のネガティブ情報回遊欲

求得点の平均値を示したものである｡ 2要因分散分析の結果,自己効力感(F -6.575, df- 1/71,

p<0.05)に主効果が認められた｡すなわち,自己効力感H群よりL辞の方がネガティブ情報回避

欲求得点の高いことが明らかにされた｡

TabIe7　男子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低群別のネ
ガティブ情報回避欲求得点の平均値(SD)

自己効力感H群　　　　　自己効力感L群

ソーシャル･サポートH群　　21.917 ( 3.919)

ソーシャル･サポートL詳　18.177 ( 5.306)

19.867 ( 4.719)

21.556 ( 2.915)

Table8　女子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低群別のネ
ガティブ情報回避欲求得点の平均値(SD)

自己効力感H詳　　　　　自己効力感L詳

ソーシャル･サポートH詳　19.455 ( 5.261)

ソーシャル･サポートL詳　17.571 ( 2.738)

4｣考　　察

20.640 ( 3.303)

20.720 ( 3.348)

Fig. 1は,嶋ble2の自己概念の不安定さと自己効力感の各得点の高低離別の自己認識欲求得点

の平均値を図示したものである｡これらより,より自己概念の不安定な状態の者や自己効力感の低

い者は,自己認識欲求の高くなることが示された｡

Bandura (1977)は,自己効力が強ければ強いほどより努力し,社会的状況の中で克服するため

の努力が大きいとしている｡また,坂野ら(1986)は, ｢自分自身がやりたいと思っていることの

実現可能性に関する知識,あるいは自分にはこのようなことがここまでできるのだという考え｣を

自己効力感と定義している｡さらに,個人が自己効力感をどの程度獲得しているかを認知すること

が,個人の行動の変容を予測し,情動反応を抑制する要因となっていることも多くの研究で明らか

にされている｡これらのことから,自己効力感を高く認知している場合には,自己に関する情報を
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(点)

45

L群　　　　　　H群

自己撮念の不安定さ

Fig,1自己効力感と自己概念の不安定さにおける

自己認識欲求得点

収集して自分をよく知ろうとするよりも,自分にはこのことがここまでできるという考えが強く,

現状の力で周囲の状況に適応していく自信があるといえよう｡そのため,自己効力感を高く認知し

ているほうが低く認知しているより,自己認識欲求得点が低くなったものと考えられる｡

自己概念とは,人が自分自身を客体化したときに自分自身に抱いている考え,または,自分が自

分をどのように見ているかということであり,自己のあり方を探求していく中で発見された多くの

側面の自己を統一的に把握したものとされ,自己に関する一貫した認知を意味している｡つまり,

自己概念が不安定であるということは,自己に関する一貫した認知が崩れることであり,動揺や不

安を感じやすい状態であるといえよう｡このことから,自己概念がかなり不安定なほうが,より自

己への関心が高まるために自己認識欲求が高くなったものと考えられる｡

さらに,本研究の結果では,自己効力感と自己概念の不安定さは関連せずに別個に自己認識欲求

に影響するということが明らかにされた｡この結果は,自己概念が不安定であるということはスト

レスを感じやすい状態になっており,自己効力感の高低により自己認識欲求への影響は異なるとい

う予想に反したものである｡このことは,自己概念の不安定さが一時的な状態であるのに対して,

自己効力感はこれまでの経験により徐々に形成されてきたものであることの違いによると考えられ

る｡

Fig. 2は, Table3の自己概念の不安定さと自己効力感の各得点の高低群別のネガティブ晴報回

遊欲求得点の平均値を図示したものである｡これらより,より自己概念の不安定な状態の者や自己

効力感の低い者は,ネガティブ情報回遊欲求の高くなることが示された｡

自己効力感は,嫌悪的な状況にいかに長く耐えうるかを決定する要因であるとされる｡つまり,

自己効力感を高く認知している場合には,葛藤状況で長期的に耐えることができるなどの行動が,
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L群　　　　　　　H群

自己概念の不安定さ

Fig.2　自己効力感と自己概念の不安定さにおける

ネガティブ情報回避欲求得点

一方,自己効力感を低く認知している場合には,自己卑下したり,抑うつ状態に陥るなどの行動が

認められている｡そのため,自己効力感を低く認知しているほうが高く認知しているより,自己に

関する好ましくない情報を選択的に回避したいという欲求が高くなったものと考えられる｡

自己概念がより不安定であることで,ネガティブ情報回避欲求の高いことが明らかにされた｡こ

のことは,先述したように自己概念の不安定化により,自己に関する一貫した認知が崩れることで

あり,動揺や不安を感じやすい状態であるので,さらに自己に関する好ましくない情報を得ること

から,自己の内部により一層多くの矛盾や葛藤を抱えることになり,自己を統一的に把握すること

はますます困難になることが予想される｡このことから,自己概念がかなり不安定なほうが,より

不安定な状態になることを恐れているためにネガティブ情報回避欲求が高くなったものと考えられ

る｡

Fig. Sit, Table6の女子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低雑則の自

己認識欲求得点の平均値を図示したものである｡これらより,女子においては,自己効力感を高い

と認知している場合,自己効力感とサポート-の期待感が開通して自己認識欲求に影響することが

示された｡すなわち,女子では,自己概念が不安定な場合においては,自己効力感を高く認知して

いたとしでもサポートへの期待感が高い場合,他者との関わりの中から自己に関する情報を積極的

に収集していることが明らかにされた｡このことは,ソーシャル･サポートの性差に関する研究結

果で従来から指摘されているように,女子の場合,､他者に依存することに対して抵抗感が少なく,

友人との間で相互援助関係を形成しやすいために認められたといえよう｡つまり,女子の場合,自

己効力感を高く認知していても多くの援助が期待できる場合には,周囲の人を頼ることで不快な状

況を蒐服しようとしていると考えられ,危機的状況を乗り越える上で他者への依存度が大きいとい
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L群　　　　　　　H群

自己効力感

Fig.3　自己効力感とソーシャル･サポートの関連

における自己認識欲求得点(女子)

また,サポートへの期待感が低い場合,自己効力感を低いと認知しているほうが高いと認知して

いるより自己認識欲求の高いことが明らかにされた｡このことは,自己効力感を高く認知している

ときには自分ができるのだという考えが強く,危機を尭服して周囲の状況に適応して行く自信があ

ることによるものと思われる｡さらに,女子においては友人との相互援助関係を形成しやすい傾向

のあることから,サポート-の期待感が低く自己効力感が高い場合は,自分に対してかなり自信を

持っていることも予想される｡一方,サポートへの期待感が低く自己効力感も低い状態では,他者

に依存しにくく自分にも自信が持てないために,いつも自己に関する情報を集める必要があるもの

と考えられる｡

なお,女子で明らかにされた傾向は, Table5の男子における分析結果からは,自己効力感,ソー

シャル･サポートのいずれも自己認識欲求には影響をせず,認められなかった｡このことは,自己

効力感と自己概念の不安定さとが関連ないこと,ソーシャル･サポート得点が女子に比べて男子は

低いことなどによるものと考えられる｡すなわち,男子では,自己概念が不安定な場合においでは,

自己効力感の認知やサポートへの期待感の状態に関わらず,他者との関わりの中から自己に関する

情報を積極的に収集しているといえよう｡

Fig. 4は, Table7の男子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低離別のネ

ガティブ情報回避欲求得点の平均値を図示したものである｡これらより,男子においては,自己効

力感を高いと認知している場合,自己効力感とサポートへの期待感が関連してネガティブ情報回避

欲求に影響することが示された｡すなわち,男子では,自己概念が不安定な場合においては,自己
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効力感を高く認知していたとしてもサポートへの期待感が低い場合,他者との関わりの中から自己

に関する好ましくない情報を回避することの少ないことが明らかにされた｡このことは,ソーシャ

ル･サポートの性差に関する研究結果で従来から指摘されているように,男子の場合,困難な問題

が生じたとき他者から援助を受けずに,自分一人の能力で対処していくことが期待されるという,

社会的･文化的要因が影響していたために認められたといえよう｡つまり,男子の場合,自己効力

感を高く認知しておりあまり多くの援助が期待できない場合には,問題克服のための努力を行い,

他者に依存することなく良い結果をもたらすことができるという思いが強く,自己に関する好まし

くない情報を回避する必要性が少ないのであろう｡また,サポートへの期待感が低く,自己効力感

も低いと認知している場合は,ネガティブ情報回避欲求の高いことが明らかにされた｡このことは,

自己効力感を低く認知しているときには自分ができるという自信をあまり持てず,危機を克服して

風圏の状況に適応して行く自信が少ないことによるものと思われる｡

L群　　　　　　H群

･自己効力感

Fig.4　自己効力感とソーシャル･サポートの関連にお

けるネガティブ情報回避欲球得点(男子)

さらに,サポート-の期待感が高く自己効力感が高い場合も,ネガティブ情報回避欲求の高いこ

とが明らかにされた｡このことは,男子においでは先述の社会的･文化的傾向のあることから,自

分の力で危機を克服していく自信があるというよりは,他者に依存することで危機を克服できるの

だということになり,自分自身で不快な状況を克服することに自信のないことを認めてしまうこと

が反映していると思われる｡つまり,このような自己に関するネガティブ情報にも接しやすい状況

下では,自己概念や自己評価を維持しようとしてネガティブ情報回避欲求得点が高くなったと考え

られる｡
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Fig. 5は, mble8の女子におけるソーシャル･サポートと自己効力感の各得点の高低詳別のネ

ガティブ情報回遊欲求得点の平均値を図示したものである｡これらより,女子においては,自己効

力感の認知の状態がネガティブ情報回避欲求に影響することが示された｡すなわち,男子に比べて

友人との相互援助関係を形成しやすい女子では,自己概念が不安定な場合,自己に関する好ましく

ない情報を避けたいという欲求は,援助の可能性の程度よりも,好ましくない情報を受け入れる自

信が自分にあるかどうかの影響を多く受けていることが明らかにされた｡

L群　　　　　　　H群

自己効力惑

Fig.5　自己効力感とソーシャル･サポートの関連にお

けるネガティブ情報回避欲求得点(女子)

本研究では,自己効力感が,自分の環境と効果的に交渉を行う中で形成されるということから,

困難に直面した(自己概念の不安定さが高まった)際に,他者が自分に対してどれくらい援助して

くれるのかというサポートへの期待感と開通することを想定していた｡その結果,自己効力感とサ

ポートの関連は,自己認識欲求では女子のみで,ネガティブ情報回避欲求では男子のみで認められ

た｡このように関連が限定されたことは,サポートの効果がサポートの内容やサポート源,受けて

の属性などにより様々な作用を及ぼすことが考えられる｡また,自己効力感やサポートへの期待感

の影響は,自己認識欲求の喚起に作用するばかりでなく,自己認識欲求喚起後の自己情報収集行動

にも看過できない役割を果たしていると推察される｡

5.要約と結論

本研究は,大学生314名を対象にして,青年期における自己認識欲求の喚起条件について検討し

たものである｡
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主な結果として,以下のことが明らかにされた｡

①　自己概念が安定しているよりもかなり不安定であるほうが,自己に関する情報を収集しよう

とする欲求や自己に関する好ましくない情報を避けようとする欲求は高い｡

②　自己効力感が高い場合よりも低い場合には,自己に関する情報を収集しようとする欲求や自

己に関する好ましくない情報を避けようとする欲求は高い｡

③　女子においては,自己効力感が高くてもサポートへの期待感が高い場合には,他者との関わ

りの中から自己に関する情報を積極的に収集している｡

④　男子においては,自己効力感が高くてもサポート-の期待感が高い場合には,自己に関する

様々な情報の中で好ましくない情報を避け,自己概念や自己評価を維持しようとしている｡

今後さらに,ソーシャル･サポートの性差を考慮して,サポート源を増やしたり,その人数を限

定したりするなどして自己認識欲求やネガティブ情報回遊欲求への影響を検討していく必要があろ

う｡また,自己効力感やサポートへの期待感は自己認識欲求喚起後の自己情報収集行動に大きな役

割を果たしていると思われる.今後は,これらの詳しい実証的な検討も必要であろう｡

付記:資料収集にあたり,調査対象の学生の皆様にご協力をいただきました｡また,阿久根りつ

子氏(現,鹿児島県総務部)には,資料収集･分析においてご協力をいただきました｡ここに感謝

の恵を表します｡
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添付資料1.自己概念の状態の測定(上瀬, 1995より)

1. ●､他人が見ている自分"と本当の自分との間にズレを感ずることがある

2.自分についてのイメージが変わりやすい

3.今の自分は, ●《こうありたい青　という自分の姿とかけはなれている

4.自分の性格を変えたいと思うことがよくある

添付資料2.自己認識欲求の測定(上瀬, 1992より)

1.自分の性的魅力が,どれくらいあるのか知りたい

2.自分の知識は,人に比べて多いのか,少ないのか知りたい

3.自分について,聞かなければよかっだと思うことがたくさんある

4.客観的に見て,自分の容貌にはどの程度の魅力があるのか知りたい

5.自分には,責任感があるのかを知りたい

6.自分について,知りたくない部分がある

7.他の人と比べて,自分の知的能力は,どのくらいあるのか知りたい

8.自分は異性とうまくつき合っているのかどうか知りたい

9.自分について,人の評価を聞くのは怖い

10.自分の異性とのつき合い方は進んでいるのか遅れているのか知りたい

ll.自分が本当に思いやりのある人間なのか知りたい

12.自分についての悪口でも,真実だったらできるだけ聞きたいと思う

13.自分の家庭の経済的地位は,どのくらいにあるのか知りたい

14.自分が,どのくらい自分に対して厳しいのか知りたい

15.知らずに犯したあやまちは,知らせてほしくない

16.自分の社交的な能力が,どのくらいあるのか知りたい

17.自分がどういう人物であるかについて,できるだけ多くの情報がほしい

18.他の人が,自分について言う事はまとはずれな事が多い

19.他の人がどんな物に,どのくらい,お金を使っているのか知りたい

20.自分に合った生き方を,教えてはしい

21.自分に関する,良くないうわさは聞きたくない

添付資料3.サポート-の期待感の測定(久田ら, 1989より)

I.あなたが落ち込んでいると,元気づけてくれる

2.あなたが失恋したと知ったら,心から同情してくれる

3.あなたに何かうれしいことが起きたとき,それを我が事のように喜んでくれる
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4.あなたがどうにもならない状況に陥っても,何とかしてくれる

5.あなたがする話にはいつもたいてい興味を狩って耳を傾けてくれる

6.あなたが大切な試験に失敗したと知ったら,一生懸命なぐさめてくれる

7.あなたが元気がないと,すぐ気づいて気づかってくれる

8.あなたが不満をぶちまけたいときは,はけ口になってくれる

9.あなたがミスをしても,そっとカバーしてくれる

10.あなたが何かを成し遂げたとき,心からおめでとうと言ってくれる

ll. -人では終わらせられない仕事があったときは,快く手伝ってくれる

12.日頃からあなたの実力を評価し,認めてくれる

13.普段からあなたの気持ちをよく理解してくれる

14.あなたが学校での人間関係で悩んでいると知ったら,いろいろと解決方法をアドバイスしてくれる

15.良いところも悪いところもすべて含めて,あなたの存在を認めてくれる

16.あなたを心から愛している

添付資料4.自己効力感の測定(坂野ら, 1986より)

1.何か仕事をするときには,自信を持ってやるほうである

2.過去に犯した失敗や嫌な経験を思いだして,暗い気持ちになることがよくある

3.友人より優れた能力がある

4.仕事を終えた後,失敗したと感じることのほうが多い

5.人と比べて心配性なほうである

6.何かを決めるとき,迷わずに決定するほうである

7.何かをするとき,うまくゆかないのではないかと不安になることが多い

8.ひっこみじあんなほうだと思う

9.人より記憶力がよいほうである

10.結果の見通しがつかない仕事でも,積極的に取り組んでゆくほうだと思う

ll.どうやったらよいか決心がつかずに仕事にとりかかれないことがよくある

12.友人よりも特に優れた知識を持っている分野がある

13.どんなことでも積極的にこなすほうである

14.小さな失敗でも人よりずっと気にするほうである

15.積極的に活動するのは,苦手なほうである

16.世の中に貢献できる力があると思う
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